
 

 

 

 

 

¡Mira la Pelota！ 
  アルゼンチンが大好きで、できれば永住したいとさえ思っている。初めてアルゼンチンを訪れたのが

今から 36年前の 1989年 12月、私は 23歳で、自他共に認める前途有望な好青年だった。 

アルゼンチンを訪れたのはアメリカのオークランドにある Holy Names College という大学の寮

で知り合ったパトリシア・モニカ・ゴメスという、私よりも６歳年上のアルゼンチン人女性に「クリスマス

にアルゼンチンに帰るが一緒に来ないか」と誘われたからだった。私にはそれを断る理由など何ひとつ

なかった。だから恋人でもない女性と地球の裏側にある未知の国に足を踏み入れた。 

モニカの故郷であるメンドサというアンデス山脈の麓の田舎町に到着した。その町の主産業はワイン

の生産で、アルゼンチンワインの 70％を製造していた。南米大陸最高峰のアコンカグア登山の拠点とも

なっていたが、そんな町に長期滞在する日本人など誰もおらず、実際私がいた１ヶ月間で日本人に会っ

たのは１度だけだった。だから私はどこに行っても現地の人々にとっては「初めて見る日本人」で、主賓

級の扱いを受けた。 

 アルゼンチンは日本の真裏にあるので季節も日本とは逆で 12 月は夏真っ盛りだった。気温は連日

40℃を超えていた。そんな酷暑の中で私は昼はゴルフ、夜はパーティーの生活に明け暮れた。 

サリータ・ロイットマンはモニカのお父さんの友人で、当時推定年齢 60 歳ぐらいの女性だった。夫

のモイセスは製薬会社を経営する大富豪だった。私はそんな初老婦人と連日倒れそうになるほど暑く、

その暑さ故にほぼ貸し切り状態のゴルフコースを２ラウンド回った。貸し切り状態のため、時にはコース

上で打ちっ放しのような練習もやった。キャディーにはいつも同じ若い男の人が付いてくれた。その頃の

私は何回か打ちっ放しに行ったことがある程度で、コースを回ったことなんてなかった。だから、もう本

当にまともにボールに当たらなくて、キャディーさんにずっと、ズット、Zutto言われ続けた。"¡Mira la 

Pelota！"と。 

読み方は、そのままと言えばそのままであるが「ミラ・ラ・ペロータ」。英語で言えば"Watch the Ball!"。

日本語で言うと「ボールを見ろ！」。言うまでもなく、球技の基本中の基本である。 

 

 どんな球技でもそうだが、それが球技である以上、捕るにしろ、打つにしろ、蹴るにしろ、「ボールをしっ

かりと見る」ことから全てが始まる。だから、その始まりを怠ったり、始まりの部分で手抜きをすると、残

念な結果が待ち受けているのは明らかである。あなたがどんなに強く「上手く捕りたい」、「遠くまで打ち

たい」、「綺麗に蹴りたい」と願っても、基本的なことができていなかったり、根本的な部分に間違いがあ

ったりすれば、何をどんなに一生懸命やっても無駄なのである。でも、もしかしたらあなたは言うかもし

れない。「この間、テレビでプロが・・・」。それは基本を完璧にできるプロが、その応用としてそうせざるを

得ない状況下にのみ使うことが許されるギリギリの方法である。基本ができていない素人が同じことを 

やってもできないのは当たり前である。 

 

これ（基本が大事＝"¡Mira la Pelota！"）は何も球技やスポーツの世界に限った話ではなく、どん

な世界にも通じる「普遍の真理」である。一般社会に目を向ければ、「時間を守る」のも「挨拶をする」のも

「約束を破らない」のも「人に迷惑を掛けない」のも、全て ¡Mira la Pelota！である。そして、High 

School Studentsにとっては期末考査前に必死に勉強するのも当然 

¡Mira la Pelota！ だから今すぐ勉強しなさい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 

2（水）～8日（火） 期末テスト 

9日（水）・10日（木） 
試験返却日 

※この日から終業式まで毎日午前授業です。 

11日（金） 基礎診断（模試） 

13日（日） 青春チャリティーコンサート（自由参加） 

１５日（火）・１６日（水） 球技大会 

17日（木） 進路ガイダンス 

18日（金） 終業式 

２３日（水）～２９日（火） 
前期夏季補習 

※希望制・詳細は後日別紙を配布します。 

★夏休み期間中に三者懇談を実施します。 

詳細は後日担任から配布される別紙を確認してください。 

７月の予定   ※変更可能性有。各自随時確認すること。 
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日 時間 科目 範囲 提出物 

２日 

(水) 

1 時間目 数学Ⅰ 

教科書 p.33 例 9～p.49,p.80～p.99 

WRITE 数Ⅰ p.19の 52～p.31(p.29の 82は除く), 

p.42～p.52 

※一部授業で触れていないところもあるかとは思います

が、途中式をしっかり書いて臨んでください。 

WRITE 数Ⅰ 

考査日に数学準備室前へ 

2 時間目 現代の国語 

教科書「水の東西」p.22～p.27 

「わらしべ長者の経済学」p.40～p.43の 10行目 

教科書準拠ワーク p.12～p.15、p.22～p.23 

ダブルクリア p.10～p15. 

教科書準拠ワーク 

授業ノート 

3 時間目 

３０分間 
音楽Ⅰ 

・ギターについて 

・本校校歌 1 番の歌詞について 

・授業中に歌った歌について 

・楽典基礎問題「音名」「音符と休符」（教科書 p150） 

なし 

３日 

(木) 

1 時間目 家庭基礎 

教科書：p.124～145（ハンドブックは確認したところ） 

プリント：被 No.１～５、オリエンテーション(右)、 

     ミシンの扱い、 

エコマイバックプラス 作り方手順書 

ファイル提出は担当者の指

示に従うこと 

作品提出は〆切を守ること 

2 時間目 論表Ⅰ 

①be Clear Essential Grammar Book P12～P21 

※P12,13 は中間の範囲でしたが、再度出題します。 

②My Way（春休み課題）P6,7/12,13/14,15/16,17/32,33 

※春課題の「時制」分野がすべて範囲となります。 

 

3 時間目 物理基礎 
教科書ｐ12～ｐ31問 17まで 

問題集 フォローアップ①ｐ6～ｐ13 

考査当日 

フォローアップ① 

４日 

(金) 
1 時間目 生物基礎 

・教科書 P42～P105 

（発展・参考・思考学習の内容は出題しない） 

・問題集 P12～P15、P16 の⑨～⑳、P17 の例題 4、  

P21～P25、P26の 40番～P27の 42 番、P28～P49 

（P39 の 44 番と P42の 54 番は除く） 

考査当日 

担当者に指示された提出物 

日 時間 科目 範囲 提出物 

４日 

(金) 

2 時間目 保健 
教科書ｐ６～２３ 

保健体育ノートｐ２～１５ 

保健体育ノート 

※担当者より説明あり 

3 時間目 情報Ⅰ 授業プリント No.1-1～1-23  

７日 

（月） 

1 時間目 英コミュⅠ 

Fit教科書 p.26～31, 34, 56～59 

Fitワークブック p.8～13,20～23 

リスニングテキスト p5～10  

英単語ターゲット 単語番号 101～250  

Keke 先生の授業で扱った内容 

※最初にリスニングテストあり 

ワークブック 

→考査当日   

職員室担当者へ提出 

2 時間目 歴史総合 

✓ ４７都道府県 

✓ 教科書 p.39～p.52 

✓ ノート p.32～41 

考査後、ノートを名前順にま

とめて、職員室に提出するこ

と。 

８日 

(火) 

1 時間目 数学Ａ 
教科書 P28～48 

問題集 WRITE P8～16 

問題集 WRITE P8～16 

考査当日 数学準備室前 

2 時間目 言語文化 

教科書「なよ竹のかぐや姫」p.43～p.45 

教科書準拠ワーク p.10(下段のみ)、p.11 

ミクサ古典文法 p.8～p.17、p.21、p.23 

ミクサ準拠ワーク p.3～p.7 

 

教科書準拠ワーク 

授業ノート 

１学期 期末考査 範囲・課題一覧 


